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此
の
地
は
、
相
出
稼
中
は
梓
弓
足
籾
の
飢
屋
敷
也
。
高
治
二
年
十
一
月

の
定
性
K
・
興
力
侍
並
足
抑
制
御
弓
之
者
被
v
下
屋
敷
・
寄
親
組
頭
へ

打
波
、
頭
よ
り
共
組
中
へ
致
z
割
符
-
可
=
相
渡
↓
と
あ
り
。
但
し
此
な
る

弓
組
の
屋
敷
地
は
.
尚
治
よ
り
遥
か
後
た
り
。
天
和
元
年
十
二
月
八

日
奥
村
兵
部
よ
り
牛
悶
楢
之
佐

小
泉
勘
十
郎
雨
名
宛
の

昨
日
翰
に
、

各
組
足
航
魁
屋
敷
並
射
場
.
小
立
川
判
経
王
寺
後
に
て
願
ν
之
趣
入
=御

覧
-
候
街
、
間
刷
之
泊
可
ν
仕
旨
被
畠仰
出
↓
と
あ
り
。
右
半
回
小
泉
一
剛
士

郎
ち
持
弓
頭
也
。
此
の
組
地
は
餓
間
谷
の
商
品
砧
也
。
従
前
は
終
王
寺

の
方
な
る
組
地
主
経
王
寺
組
と
呼
び
‘
如
来
寺
の
方
た
ど
は
如
来
寺

組
と
呼
べ
り
。
さ
て
陵
落
後
は
如
来
寺
紘
の
一
町
を
上
弓
，
町
と
し
、

終
王
寺
組
の
一
町
主
ば
中
弓
，
町
と
し、
叉
共
の
次
な
る
桜
山
同
心
組

の
組
地

E
ば
下
弓
J

町
と
相
刑
す
る
事
と
な
り
た
り
。

O
持
弓
軽
率
来
歴

一
組
興
力
三
人
、

足
騒
四
十
二
人
，
内
小
頭
六
人
抗
日
六
入
手
替
六
人
。
但
し
弓
三

組
側
凶
組
出
。
延
筑
八
年
十
月
甘
九
日
始
め
て
顕
三
人
主
命
ぜ
ら

務
閣
官
職
泊
考
に
一
式
ふ
。
持
弓
田
制
持
街
頭
七
人
、

る
。
弓
羽
小
泉
勘
十
郎
牛
悶
椛
佐
.
筒
頭
は
加
臨
時
十
左
術
門
也
。

一
組
問
問
力
三
人
。
弓
組
は
=
一
十
張
、
倒
組
は
織
地
三
イ
従
笥
け
ら
る
。
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故
に
足
韓
三
寸
入
、
川
汁
乎
替
六
人
、
内
=
一
人
は
顕
へ

下
さ
れ
、
軍
拍
車

の
時
は
純
へ
出
す
。
小
頭
六
人
、都
合
人
数
一
組
問
十
二
入
、宛
行
米

高
千
百
十
依
也
。
頭
へ
の
役
料
は
百
五
十
石
、
是
は
最
初
よ
り
被
v
下
d

と
見
ゆ
。
右
足
艇
の
宛
行
高
等
凡
て
大
組
の
通
り
に
て
あ
り
し
ゅ

土
、
俗
に
中
組
と
綿
す
。
按
宇
る
に
、
大
組
中
組
合
せ
て
十
組
也
。

鰍
格
一
致
の
扱
合
也
。
因
っ
て
総
統
大
印
刷
・
由
。組
は
優
劣
あ
り
て
い

ふ
陀
非
十
。
人
『日
の
多
少
を
以
て
の
唱
へ
な
る
べ
し
と
。
平
次
按
十

る
に
、
持
筒
足
砲
と
い
ふ
は
、
既
陀
叫
刑
制
叫
公
の
時
二
組
あ
る
よ
し
可

観
小
銃
陀
見
ゆ
。

O
絞
山
盛
一
力
同
心
屋
敷

此
の
地
は
、
今
下
弓
，町
と
呼
べ
り
。
部
務
中
は
務
士
絞
山
出
陣
人
の
興

カ
同
心
の
邸
地
陀
て
.
同
心
屋
敷
と
栴
す
。
改
作
所
持
聞
記
陀
.
冗
文

四
年
間
五
月
廿
八
日
上
野
村
之
内
横
山
志
向
陣
阪
h
長
四
十
二
間
五

尺
、
版
廿
二
間
相
針
下
し

K
成
。
地
子
銀
二
分
五
医
歩
也
。
今
之
同

心
屋
敷
。
と
見
b
.
叉
元
総
七
年
横
山
志
臨
時
限
奥
力
並
同
心
屋
敷
二

千
五
百
六
十
二
歩
.
上
野
村
側
之
内
成
八
月
廿
日
打
渡
す
。
と
あ
り
。

O
兵
力
同
心
来
由

吉
岡
氏
の
撮
出
宮
市
制
知
に
云
ふ
。
甲
陽
軍
鐙
末
舎
に
て
考
ふ
る
に
‘
武
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